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奥日光の水生昆虫による水質調査 

 

１. 研究の目的 

私達は水生昆虫で水質を調査できると知り、自然豊かな日光の川の水はどのような結果になるのか気にな

ったため、今回調査を行った。 

 

２. 調査方法 

湯ノ湖と湯川、戦場ヶ原を周り、特に泉門池近くの湯川で水生昆虫を採取し、それらの水質階級と捕獲数を

調べた。 

 

３. 結果  

湯ノ湖には温泉の水や生活雑排水を流していた。また何年にもわたり水の中で落ち葉等の有機物が体積し

酸素が足りず十分に分解できずに生成されたヘドロが蓄積されている。そのため湯ノ湖の水は汚れている。 

 

泉門池近くの湯川では以下の生物が見られた。        

 

 

このことから湯川は、きれいな水と判断できる。 

 

 

＜水質階級Ⅰ～Ⅱ＞ 

モンカゲロウ ３匹 

ムナグロカゲロウ ３匹 

ヒロアタマナガトビケラ １匹 

イノプスヤマトビケラ １匹 

ヘビトンボ １匹 

プラナリア １匹 

〈水質階級が分からなかった生物〉 

カゲロウ １匹 

カワニナ １匹 

サナエトンボ ２種類 

ミズスマシ １匹 

キリウジガガンボ １匹 

＜水質階級Ⅰ＞ 

オオマダラカゲロウ ５匹 

モンカゲロウ ４匹 

コガタシマトビケラ ３匹 

コカクツツトビケラ １匹 

ウルシマトビケラ １匹 
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４. 考察 

汚い水の湯ノ湖から流れてきたにも関わらず湯川の水がきれいなのは、湧水や水草の自然浄化の影響と考

えられる。 

また、戦場ヶ原付近の川で川底が赤くなっているのが観察された。これは、バクテリアの影響で変化した

ものであると考えられる。 
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図１ プラナリア  図 2 コガタシマトビケラ  

図 3 戦場ヶ原に流れる川の水 


